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２００５.９.２４ 歴史的放鳥の瞬間



２００６.９.２３ 二度目の放鳥



写真提供 神戸新聞社 豊岡の風景の一部に



環境を良くする取り組みと経済活動
が、刺激し合いながら高まっていく。

“環境と経済が共鳴”するような
地域を創りあげる！

○持続可能性

その狙いは？

○自立 ○誇り



環境経済実現の基本柱

１）環境経済型企業の集積

２）エコエネルギーの利用

３）地産地消の推進

４）環境創造型農業の推進

５）コウノトリツーリズムの展開



豊岡中核工業団地 カネカソーラーテック



ドイツでシェア急増！



こんな商品も登場



廃タイヤを用いて

振動低減
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振動低減実験の結果
〔ｄＢ〕

→ 振動源からの距離〔ｍ〕

未施工地盤

タイヤ杭施工後



コウノト育む農法コウノトリ育む農法コウノトリ育む農法



コウノトリ育む農法の柱
１）農薬の不使用または削減

２）化学肥料の栽培期間中不使用

３）種もみの温湯消毒

４）深水管理

５）中干し延期

６）早期湛水（できれば冬期湛水）

７）堆肥・地元有機資材の活用

８）ブランドの取得
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コウノトリ育む農法による水稲作付面積
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ひょうご安心ブランド（県）ひょうご安心ブランド（県）

○化学農薬・化学肥料の使用を低減

○残留農薬が国基準の１／１０以下

コウノトリの舞（市）コウノトリの舞（市）

○ひょうご安心ブランドの認定

≪Ⅰ類≫ 化学農薬・肥料を一切使用しない ≪Ⅱ類≫ Ⅰ類以外

○ ≪米≫化学農薬・肥料が慣行の１／２以下＋
○ ≪米≫生き物を育む栽培技術の導入＋

○ ≪野菜≫環境に配慮した適正施肥＋



「コウノトリの舞」店頭風景
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ブランド作付面積の推移
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〔年度〕

コウノトリの舞

ひょうご安心ブランド





コウノトリをめぐる取り組みを学びに修学旅行生も



ＪＲがキャンペーンを展開



ＪＴＢは団体旅行を企画

６月から１０月まで

３３団体 １，０１４名が利用！
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コウノトリ文化館の入館者数の推移
〔千人〕

〔年度〕
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今年１０月末
で ２９万人!

昨年一年間
で ２４万人!












